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広報津山で皆さんにＰＲしませんか？

広報クイズ＆ご意見募集 正解者の中から抽選で５人に当たる！

４月は県議会議員・市議会議員選挙があります
手話で、筆談で コミュニケーション
市からのお知らせ　パブリックコメント実施中　ほか
まちかど写真館・おめでとう赤ちゃん

けいじばん
津山の歴史あらかると
津山自慢　津山から世界に挑む林業を目指す
　院庄林業株式会社（二宮）
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当選者の発表は、記念品の発送をもってかえさせて
いただきます。

Ⓐあば温泉無料入浴券（５枚）
Ⓑ百々温泉めぐみ荘無料入浴券（５枚）
Ⓒ津山郷土博物館招待券（２枚）
Ⓓ津山洋学資料館無料招待券（２枚）
Ⓔ津山まなびの鉄道館無料入館券（２枚）
Ⓕベルフォーレ津山  映画鑑賞チケット（２枚）

スマート（応募77人、正解75人）

傷
者
を
出
す
苦
戦
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
つ
い
に
は

自
ら
城
を
焼
い
て
退
城
、
藩
主
・
藩
士
は
所
領
（
飛
び
地
）

の
あ
っ
た
美
作
国
へ
移
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
道
仙
も
ま
た
、
家
族
を
連
れ
て
松
江
・
米
子
ま
で
は
船
で
、

そ
こ
か
ら
陸
路
で
因
美
の
山
並
み
を
越
え
て
、
よ
う
や
く
美

作
へ
た
ど
り
つ
い
た
の
で
し
た
。
浜
田
藩
は
、
そ
の
後
美
作

領
内
の
地
名
に
ち
な
ん
で
藩
名
を
鶴た

づ

田た

藩
と
改
め
、
明
治
４

年
（
１
８
７
１
）
の
廃
藩
置
県
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
道
仙
は
、当
初
は
神
代
（
現
在
の
久
米
地
区
）
や
打
穴
（
現

在
の
美
咲
町
）
の
農
家
の
一
間
を
間
借
り
し
て
い
ま
し
た
が
、

の
ち
羽
仁
（
現
在
の
美
咲
町
）
に
家
を
建
て
、
こ
れ
を
「
梅ば

い

竹ち
く

居き
ょ

」
と
名
付
け
ま
し
た
。
医
師
と
し
て
生
計
を
立
て
ま
す

が
、
漢
学
者
と
し
て
の
名
声
が
次
第
に
広
ま
っ
て
教
え
を
請

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
漢
学
塾
「
猶ゆ

う

興こ
う

舎し
ゃ

」
を
開
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
塾
生
は
、
増
減
は
あ
っ
た
も
の
の
常
に
20
人

を
下
回
る
こ
と
は
無
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
漢
方
医
で
あ
っ

た
道
仙
は
、「
こ
れ
か
ら
は
西
洋
医
学
の
時
代
」
と
考
え
、

医
業
よ
り
も
教
育
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
明
治
６
年
（
１
８
７
３
）
に
は
、
百
々
村
（
現
在
の

美
咲
町
百
々
）
に
開
校
し
た
又ゆ

う

新し
ん

小
学
校
の
主
席
教
師
に
迎

え
ら
れ
、
翌
年
に
は
学
事
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
学
区

取
締
に
も
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
10
年
（
１
８
７
７
）
11
月
ご
ろ
風
邪
が
も
と
で
病
に

伏
し
、
翌
年
５
月
１
日
、
46
歳
で
波
乱
に
満
ち
た
生
涯
を
終

え
た
の
で
し
た
。

　
幕
末
か
ら
明
治
へ
の
大
き
な
時
代
の
変
化
に
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ

な
が
ら
も
、
美
作
の
地
に
移
り
住
み
、
懸
命
に
生
き
た
医

師 

能の

勢せ

道ど
う

仙せ
ん

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
道
仙
は
天
保
４
年
（
１
８
３
３
）
に
渡
辺
吟
右
衛
門
の

子
と
し
て
石
見
国
那
賀
郡
後
野
村
（
現
在
の
島
根
県
浜
田

市
）
に
生
ま
れ
、
12
歳
の
時
に
浜
田
藩
医 

能
勢
道ど

う

碩せ
き

の

養
子
と
な
り
ま
し
た
。
藩
の
儒
学
者
岡
一
堂
に
漢
学
を
、

藩
医
山
田
元
春
に
医
術
を
学
び
、
嘉
永
４
年（
１
８
５
１
）

に
大
坂
へ
遊
学
し
て
吉
益
掃
部
の
も
と
で
内
科
を
修
め
、

そ
の
か
た
わ
ら
広
瀬
旭
荘
に
漢
詩
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の

後
も
備
前
の
難
波
抱
節
や
京
都
の
百
々
一
郎
、
服
部
慶
順
、

広
島
の
津
川
元
敬
な
ど
、
著
名
な
医
師
に
つ
い
て
修
業
を

重
ね
ま
し
た
。
そ
し
て
文
久
元
年
（
１
８
６
１
）
か
ら
浜

田
藩
の
藩
医
と
し
て
働
き
始
め
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
５
年
た
っ
た
慶
応
２
年
（
１
８
６
６)

、
幕

府
と
長
州
藩
の
間
で

第
二
次
長
州
戦
争
が

起
こ
り
ま
す
。
親
藩

で
あ
っ
た
浜
田
藩
は

山
陰
方
面
の
防
御
に

あ
た
り
、
長
州
軍
と

衝
突
し
て
多
く
の
死

維
新
の
荒
波
を
越
え
た
医
師

鶴
田
藩
医 
能
勢
道
仙

問
津
山
洋
学
資
料
館
（
西
新
町
）
☎
23-
３
３
２
４

能勢道仙


